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認知症にまつわる悩み、専門スタッフに相談できます♡

‣汐田総合病院　会場：ラウンジぴゅあ（病院2階）

　12月8日（木）1月12日（木）14:00-16:00

‣うしおだ診療所　会場：友の会汐田・向井町支部事務所

　12月8日（木）1月12日（木）14:00-16:00

　

今月のテーマ

おすすめ書籍

講演　大川弥生先生

「動かない」と人は病む

-生活不活性病を防いで　生き生きとした暮らしをいつまでも-

12月9日 友の会馬場地域医療懇談会

講師　宮澤由美医師

鶴見大学会館地下メインホール

「地域包括ケアと地域医療連携」

著者　二木　立

出版　勁草書房

団塊の世代が後期高齢者となる2025年以降、

医療需要と認知症高齢者のさらなる増加に備え

推進される地域包括ケアの展望を問う。前著

『安倍政権の医療・社会保障改革』以降2年弱

の医療・社会保障制度改革の動向を歴史的な視

点から包括的・複眼的・実証的に分析、地域包

括ケアと地域医療連携を統一的に検討する。

川のまちエリア会議研修会

平安町自治会長河西英彦氏 しょうじゅの里鶴見

12月7日 17:30- ここまでできる在宅医療①

12月10日 14:00-

講師　悠翔会　宮原院長

”脆弱性骨折について学ぼう”

地域医療・介護学習会を開催しました

11月17日、汐田総合病院会議室にて、「脆弱性骨折について学ぼう」をテーマ

に、当院の整形外科部長の佐々木正造先生にご講演いただきました。学習会に

は、地域の介護施設等の職員の方々と当法人・病院の職員と合わせて82人にご参加いただきました。

講演では、脆弱性骨折の定義と基礎について、実際の症例を交え具体的にわかりやすく説明いただきました。また、医療・介護

機関のリスクについて、「骨粗鬆症と医療訴訟」にまつわる判例（平成24年9月東京地裁）を切り口に、「不幸にも発生した骨

折ではあるが、骨粗鬆症という原疾患がもたらした合併症であることを理解し、過度にネガティブにならないようにすること。

また、入院時・入所時には本骨折についての概略を患者・利用者へ事前説明しておくこと」の重要性について、ご教示いただき

ました。ご参加いただいた方からは、骨粗鬆症の注射剤についてのご質問や、実際に介護現場で起こった骨折の事例についての

ご発言など、情報交換・共有が盛んに行われ、”地域医療学習会”は好評のうちに幕となりました。

地域医療・介護を結ぶ懸け橋として位置付けられた”地域医療・介護学習会”。今後も数回のシリーズで開催を予定しています。

12月12日 10:00- 暮らしの相談支援者ネットワーク

お隣さんは大丈夫？地域の見守り体制を考えよう

2018年は、医療・介護報酬同時改定、第７次医療計画、

介護保険事業第7期計画、第3期医療費適正化計画、第4期

介護保険給付適正化計画が同時に実施されます。これを

「惑星直列」と厚労省幹部は表現しています。「惑星直

列」を地殻変動や気象異常と結びつける人もいます。これ

は、医療介護の地殻変動を起こすという予告なのかもしれ

ません。T.O

メモリーカフェ

スタッフのひとこと

汐田総合病院

13:30-

セミナーなどのお知らせ

12月6日 アクティブシニアオープンシンポジウム

パネリスト　宮澤由美医師

うしおだ総合ケアセンター
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うしおだ総合ケアセンター

We aim to build a non-discriminatory 

Community Care System that support all.


